
様式第4号 - ①

①補助事業で行った事業名

金属加工製造業向け第4次産業革命対応型人材育成プログラム

令和６年８月１日　～　令和６年８月１日

②今回の事業に取組まれた目的は何ですか。（複数選択可）

※交付申請時にチェックいただいた内容と実績報告時の内容が異なる場合、変更申

請書の提出が必要となります。

③補助を受けて解決できた課題や問題点は何ですか。（100字以内）

金属加工製造業界は、製品の複雑化、品質要求の高まり、生産効率

と環境基準への対応が求められてる。従業員のスキルアップを通じ

た、デジタル技術を活用した生産プロセスの革新が急務となってい

た。

④課題解決のために行った取組の内容の詳細を教えてください。

（300字以内）
※　特に、「様式第４号-②」に記載された補助対象経費（何のために何を実施

し、どういう効果があった（期待される）のか）に着目して記載して下さい。

製品の複雑化や品質要求の高まり、生産効率と環境基準への対応を

目的に、研修会社のオーダーメイド型研修を受講しました。この研

修では、デジタルファブリケーション技術、スマートファクトリー

の実現、サステナブル製造の3つの主要領域に焦点を当てました。

研修を通じて、従業員が新たなデジタル技術の知識を習得し、主体

的に考え行動するようになりました。社内でのデジタル化アイデア

に取り組み、金属加工の生産効率が20％改善されました部門もあり

ます。また、環境負荷の軽減のアイデアも出てきており、実現に向

けて社内一丸となって取り組み始めています。

賃上げを達成できなかった理由を教えてください。

事業実施報告書

事業実施期間

賃上げの実施結果

（賃上げ枠を申請した場

合のみ）

タイトル

目的

課題

取組の内容

生産性向上 人材育成新事業展開

賃上げを達成できた。→証拠書類を添付
賃上げが達成できなかった。→下記に理由を記入


